
港湾技術の開発において関連する技術分野が多方面にわたることから、学識経験者及び専門家から構成される会議
を開催し指導・助言を求め、国際競争力強化及び国内の安全・安心の向上に資する新しい港湾技術開発戦略を策定
する。

国内の主要港湾は、伸張著しいアジア各国に対し相対的な地位の低下により国際競争力の強化が課題になるととも
に、近年、地震災害の頻発化により、大規模地震・津波への対応が求められている。一方、真に港湾に求められる役
割、港湾の技術開発に対するニーズも変化している。これらに対応した戦略的な港湾技術開発の実施により国際競争
力の強化及び安心・安全の向上に資する。
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【事業廃止】
事業目的の達成状況から、改めて予算措置を講ずる必要性はないと認められるため廃止事業とする。なお、今後は策定された行
動計画（港湾技術開発戦略）のフォローアップを着実に実施すべき。

国家公務員等の旅費に関する法律等に基づき支出し、港湾局主催の会議であるため、支出先や使途については全て
把握している。
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【予算科目】
・038 総合的物流体系整備推進費
　・95 総合的物流体系整備の推進に必要な経費　　　　　　　(２１年度予算額)　　　(２１年度決算見込額)
　　・95016-2129-06　諸謝金　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　0.3百万円 　　　  　　　 0.3百万円
　　・95016-2122-08　委員等旅費　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　0.4百万円 　　　  　　　 0.4百万円
　　・95016-2123-09　総合的物流体系整備推進調査費　   　　　0.1百万円 　　　  　　　   0百万円

当初の計画通り、２１年度をもって港湾技術開発戦略を策定し、当該業務の目的は達成された。
今後、５年間はこの行動計画をフォロアップしながら、戦略的な港湾技術開発に取り組むこととし、本年度については廃
止することとした。
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